
分野⑧ 医療・介護・保健・福祉（公的サービス）

③健康診断や感染症予防を活用する人が
増える

Impact

どう変わる

Outcome Activity/Output

何をするありたい姿

行政 協働・共創

ワークショップの内容・ロジックモデルの変更点の概要
・アクティビティについては、在宅医療に対する医師数および医師の認識を改めることで地域医療の充実が図られることが議論された。
・健康診断について、すべての項目でなくても一部を近所の施設で実施することで、医療者側への負担も減るのではないかとの議論が
なされた。

・高齢化を迎えることをふまえ、高齢者介護の観点からも自身の健康管理の観点からも、若いころから福祉に対する学びの機会の必要
性が議論された。

・訪問診療体制が整い、高齢者が診療を受けやすい

・在宅医療の現状を医師が正確に認識する仕組み
・歩いて行ける範囲に医療機関がある、もしくは
高齢者でもアクセスしやすい環境づくり

・潜在的な活動ニーズを持つ人が、行動を起こす
きっかけになる方法づくり
・一緒に動ける仲間づくり

・訪問診療往診医が増える

・訪問診療往診医の増加施策

・心理的に身近な距離に相談できる相手がいる

・相談しやすい行政相談窓口が必要 ・友人、同僚、隣近所での交流を深める
ご近所同士のきずなや他人への関心を持つ

・自宅や近所でできる健診の仕組みが整う

・検診の受けやすい環境をつくる
・全項目の検診ではなく、項目を分割することで
部分的にでも検診を行えるようにする

・検診もできる、市民の集える場を官民共同で作
る

・中高年に向けた福祉教育（親世代、自身の将来
に向けた）を行う
・障がいのある方もそうでない方も気軽に過ごせ
る居場所づくり

・飲食店や商店など高齢者と接する市民が認知症
や障がいの理解をすすめる
・地域プライベートナースをつくる
・人の役に立てる場所がある
・自分がどう過ごしていきたいか考える場所があ
る

・高齢者でも取り組みやすいスポーツの大会など
を企画する

・健康維持のためラジオ体操
・モルック、ヒップホップダンス、eスポーツ、
健康マージャンなど
・町内の運動会を活用し高齢者運動の機会にする

・知ることで自分ができることを具体的に考える

【資料１】
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※青字は意見などを受けた修正

一人ひとりが
健康や老い等
に向き合い、
自らの心身の
健康を守るこ
とや周りに対
してできるこ
とを考えた活
動によって、
日常生活を自
立して送るこ
とができるま
ち 助け合い、融通し合

う（互助）人・ボラ
ンティアが増える

気兼ねなく過
ごせる居場所
で暮らせるこ
とで、
自己肯定感が
増す

適切な（合理的）配
慮がされた場所が増
える

心理的に健康な人が
増える

自身の健康や幸せへ
の自覚・守り（自
助）ができる人が増
える

②健康や体力を維持するために運動
の機会がある

個別の生活・サービ
ス活用プランが出来
る

①緊急時や地域の医療が確保される

①医療・介護・福祉に関わる人材が
確保される

④悩みや自分らしい過ごし方を相談
できる先がある

医療や介護、福祉
サービスが必要に応
じ受けられる

⑤老いや認知症、障がいなどについ
て知識や体験が増える

健康で自立し
た生活できる
期間が延びる

身体的に健康な人が
増える

③健康診断や感染症予防を活用する
人が増える

【参考】主観指標：
日々の生活において笑うことが多いと思う
市民の割合

初期
(すぐ～1・2年)

長期
（9年）

中期
(3～6年)（9年）


